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高山市子どもにやさしいまちづくり推進委員会 会議録

日 時 令和６年８月２９日（木）13時 30 分～15時 00 分

場 所 市役所３階 行政委員会室

出席者 委員 出席 18 名、欠席 2名、事務局 4名

開会

１．委員長選出

２．議題

事務局説明

［発言者］

委員

こども政策課長

委員

こども政策課長

委員

委員

進行：こども家庭センター長

委員長選出

こども計画（仮称）の策定に向けた現状や視点について

説明：こども政策課長より

資料により説明

［意見・要旨］

こどもは、心身の発達過程にある者とされており、高校生もこどもに

含まれると理解しているが、今回示された各種調査結果の中に高校生

を対象としたものが無かった。高校生の意識についてもこども計画(仮

称)策定の上で大切であると感じているが、把握しているのか。

高校生の意識については、総合政策課にて第九次総合計画策定に向け

てのアンケート調査のなかで確認している。結果については後日、各

委員へ提供させてもらう。

資料１１ページ、高山市の合計特殊出生率は県内で高い水準である一

方、こどもは大きく減っているが、どう分析しているのか。

資料１２ページに記載のとおり、合計特殊出生率を算出するための分

母である２０代から３０代の母親となる年代の女性の人口が減ってい

ることが原因である。

こどものための施策を考えていく上で、まずはこどもが生まれてくる

ことが重要であるため、出生者数の増加に向けた施策、生まれた後の

子育て支援施策の両方に対応していく必要があると感じる。

１８歳まで医療費の無償化が拡大され、大変ありがたく思っている。

インフルエンザワクチン接種費用の助成についても、中学３年生まで

から１８歳までに対象を拡大してほしい。
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委員

こども政策課長

委員

こども政策課長

こども家庭センター

長

委員

こどもを２人育てているが、様々な施策に助けられており、高山市の

こども施策は充実していると感じている。

妊婦に対する意識調査の２ページ(2)妊娠中や子育て期の職場の働き

やすさについて、突発的な休暇取得、業務量が妥当、育休等への人員

調整が可能などの項目で、働きにくさを感じる割合が高くなっている。

子育て家庭でも働きやすい職場環境を作っていくことは重要である

が、高山市でも「こども条例」が整備されれば、企業経営者の意識も

変わり、働き方が改善されるのではないか。

資料２０ページ、放課後児童クラブの夏休みの利用や未満児の入園な

どについて、高山市では待機が無い状況であるのか。

働きやすさについては、市役所も含め、各職場において余裕を持った

人員確保ができておらず、こういった調査結果につながっていると捉

えている。

放課後児童クラブは夏休み期間だけ利用したいという方が増加する

が、今年度はスタッフや部屋を追加で確保することができ、待機無く

入室いただけた。

保育園の待機児童も０人となっている。

さきほど、こどもが生まれてこないとこども施策も成立しないとの意

見があったが、妊娠した方からは経済的支援についての話を聞くこと

が多い。２人目のこどもを生もうと思うためにも経済的な支援策の充

実を考えてほしい。節目節目の支援や給食費の無償化などを計画に盛

り込んでいただくと良いと感じる。

いろいろな意見を聞く中で、経済的な支援を求める声は非常に多い状

況である。国においても第３子以降に対する児童手当の３万円への増

額や出産費用への保険適用、学校給食費の無償化の検討などが進めら

れており、高山市においても、そういった国レベルの支援の充実には

粛々と対応を進めている状況である。

市として、どのような施策をすべきかについては考えていきたい。

昨年度から、妊娠が分かった際の初診料の助成制度を開始している。

また妊娠時、出産時にそれぞれ５万円分の応援ギフトの給付や、それ

に併せた助産師、保健師の伴走型支援を実施している。

各委員の所属先などでお困りの家庭があれば、こども家庭センターへ

つないでもらいたい。

年度当初からは入りやすいが、年度途中で未満児を保育園に預けよう

とすると、受入れできないと言われることが多いと聞く。
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こども政策課長

委員

委員

教育委員会事務局長

帝王切開で予定よりも早く出産することとなったが、上の子を預ける

保育園がなかなか見つからず非常に困ったケースもあった。出産時に

兄姉の入園に配慮してもらえると良いと感じる。

高校生までの医療費の無償化について、下呂市と同様に、療育手帳Ｂ

１保持者も無料期間を延長してもらえるとありがたい。

途中入園しにくいといった状況は把握している。背景として、経済の

回復を受けてこどもを小さいころから預けて働きたい親が増える一方

で、低年齢児ほど保育士１人でみれる人数が少ないため、リソースの

不足が起きていることによるもの。

こどもを増やすことと併せて、保育の人材確保にも取組んでいきたい。

療育手帳については、所管の福祉課に共有させてもらう。

保護者に対する意識調査の３.働き方からは、両親（特に父親）の長時

間労働の状況が見てとれる。背景には家庭の経済的な理由や職場の人

材不足があるのかもしれないが、長時間の労働の下ではこどもに関わ

る時間が少なくなってしまう。

市の労働実態調査では育児休業がない事業所もあるとの結果が示され

ている。

こどもを生み育てやすいまちづくりを進めるうえでは、事業所に対し、

こども子育てについて理解、行動してもらう取組みも重要であるため、

他の部署と協力した横断的な取組みをお願いしたい。

こどもが安心できる居場所を持てるまちづくりについて、学びの多様

化分教室「にじ色」や各学校に「校内教育支援センター」を設置・活

用しているが、不登校の児童生徒は依然として減らない状況にある。

通常学級にも支援が必要なこどもが大勢居るが、人材不足により十分

にサポートできていない状況にあるため、人材確保策の充実も一層進

めてもらいたい。

毎月、学校でスクールカウンセラーによる相談機会を設けているが、

継続的に相談できる場所があると保護者も安心できるため、回数の充

実を検討してもらいたい。

教育委員会としても各学校の要望に応えられるよう、空きスペースの

有効活用など工夫している。教員免許のない相談員にもサポートに入

ってもらうなど、できるだけ努力しているが、人材の確保には非常に

苦労しているのが実情である。

相談機会の充実などに向けて、今後も学校と協力しつつ、進めていき

たい。
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委員

委員

あいさつ

閉会

放課後児童クラブの夏休み期間の利用者が多く、開設時間も長いため、

現場では支援員の確保に苦労している。親もこどもが放課後児童クラ

ブに居ることで安心して働けるため、特に長期休暇期間の人材確保が

重要と感じている。

私の所属するまちづくり協議会では、地域について考える会議に高校

生も入ってもらい、どんな考えを持っているか話を聞いている。

その他、こどもが減っているため、地域ぐるみでこどもを育てていく

必要があるといった想いのなかで、様々な取組みを進めている。

高山市民憲章にもあるが、こどもを真ん中に捉えた取組みはとても大

切と感じる。

こどもに関する虐待やハラスメントについて、親が育っていないと感

じるケースが少なくないため、親による家庭教育がしっかりとできる

ような支援についても必要である。

こども未来部長


